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はじめに

　えんちょこ獅子とは、愛知県高浜市の森前（青
木町、高浜市やきもの里かわら美術館付近、かつ
ての６部）で保存伝承されている獅子舞で、昭和
40 年（1965）5 月 21 日、愛知県の無形民俗文
化財に指定されている。現在は、昭和30年（1955）
に結成された「えんちょこ獅子保存会」が中心と
なり、保存伝承されている。
　えんちょこ獅子の端緒は、雨乞といわれている
が、定かではない。直近で雨乞祈願で出たのは、
平成 6（1994）年の大渇水の時で、明治用水土
地改良区からの依頼だったといい、獅子舞をした
夜に少し降雨があった。

えんちょこ獅子は、花笠をかぶった早乙女姿
の少女が舞う銭太鼓の後に、二人組の獅子が囃子
に合わせて舞うが、獅子の前段階の銭太鼓は県の
指定からは除外されている。
　指定段階でのえんちょこ獅子の祭日は、春日神
社大祭 10 月 4 日（高浜のおまんと祭り祭日、現
在は 10 月第１日曜日とその前日）、森前秋葉社
大祭 11 月 4 日となっている ( １) が、現在、この
両祭日にえんちょこ獅子は行なわれていない。か
つては 11 月 4 日の森前秋葉社大祭で神社前に舞
台を設え、その舞台で獅子舞を奉納したといわれ
ているが、現在は高浜市主催の鬼みち祭りのよう
な市民参加型の祭りに多く出演している。
　本稿では、指定段階の報告書で明らかにされて
いない、近世、近代のえんちょこ獅子がどのよう
に行なわれ、どのような歴史をたどり、どのよう
に変容していったかを確認していきたい。

１　えんちょこ獅子の演目と囃子

まず、えんちょこ獅子の演目と囃子を確認し
ておく。えんちょこ獅子の演目は、背中合わせ

（立）、横ダケ、ヒャラヒャラ下り、ネジ肩、宙ゲリ、
肩車、背中合わせ（両膝付け手離し）の 7 種ある。
二人組の獅子で舞われる。二人組の獅子舞である
が、上下が入れ替わったり、別の人と組むことはないと
いい、現代的にいうなれば、バディの入れ替わりはけが
を防ぐためにも一切ない。

囃子は、宮入り、銭太鼓、オンパコヤー、獅
子の出、獅子の舞、宮下がり、祇園囃子、オッペ
コ、竹に雀、十日恵比寿、六法、高浜音頭の 11
曲あり、笛と小太鼓、大太鼓で奏される。宮入り、
銭太鼓、オンパコヤー、獅子の出、獅子の舞の 5
曲は中学生でも修得しやすいため、イベントなど
の出演の際よく奏される。

えんちょこ獅子は囃子に合わせて、獅子が舞
われるので、囃子が早くなりすぎると、獅子と囃
子がずれてしまうため、太鼓はゆっくり奏するこ
とを心掛けている。太鼓が早くなると、笛もつら
れて早くなり、獅子の舞がついていけなくなり、
全体としてまとまりのないものとなる。
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２　高浜村の変遷

　次にえんちょこ獅子の歴史的な部分を確認する
うえで、最初に近世、近代の高浜村の変遷につい
て整理しておく。

近世の高浜村には 10 の組があった。北から上
組、小組、寺内組、中納組、北海戸組、真組、西
之根組、森前組、荒井組、田戸組で、高浜村は近
世を通じて刈谷藩支配であった。
　近代になると、近世からずっとあった高浜村の
10 の組は 10 の部に再編された。上組は１、２
部に、小組は２部、寺内組は２、３、４部、中納
組は３、４部、北海戸組は４部、真組は５部、西
之根組は６部、森前組は５、６部、荒井組は７、
８部、田戸組は９、10 部に分割された。この組
から部の再編は、近世の組数は 10、近代以降の
部数も 10 で、数字上の変化はないが、近世の
10 の組＝ 10 の部とならないことに大きな意味
がある。例えば、えんちょこ獅子を保存伝承する
森前組は 5 部と 6 部に分割されている。6 部に
西之根組の一部が組み入れられ、森前組の一部は
5 部に組み込まれている。この近世の組から近代
への部への再編が近代以降にえんちょこ獅子の基
盤の弱体化を引き起こしたと考えている。

この部割は、平成４（1992）年まで続き、青
木町、春日町、沢渡町、稗田町、碧海町、二池町、
田戸町 7 町に再編された。平成４年の 7 町再編は、
高浜のおまんと祭りの祭礼組織、えんちょこ獅子
の保存伝承にも多大な影響を与えた。

この高浜村の部割、町割の変遷を踏まえつつ、
えんちょこ獅子の歴史を確認したい。

３　えんちょこ獅子の歴史

（１）近世から近代初頭

　ここでは、高浜村における近世後期から近代初
期までに確認できる獅子舞について整理してお
く。  
　まず、高浜村の獅子舞を確認するうえで重要な
資料となるのが、高浜村の祭礼記録である。現在
所在確認ができるのは、春日神社所蔵「御祭事略
記」である。この略記は天保５（1834）年から
明治５（1872）年の 38 年間の高浜村の祭礼記
録が記されている。また、かつては春日神社所蔵

「御祭事略記」とは別に、中納組の高浜祭事記（２）、

真組の祭事記録（春日神社所蔵「御祭事略記」表
紙に「真組蔵帳神社用略抄」とある）も存在した
が、現在所在不明である。以上のことから、近世
後期から近代初期の高浜村の獅子舞を再現するに
は、春日神社所蔵の「御祭事略記」のみに頼らざ
るを得ない。この「御祭事略記」38 年間の記述
から抽出、作成したのが【表１】である。
　【表１】によると、高浜村の獅子は、馬（高浜
のおまんと祭りの馬）とともに出されている。
　固定の祭日は８月 13、14 日で、その他必要に
応じて雨乞、雨乞御礼で獅子と馬が出している。
天保５年から明治５年までの 38 年間で獅子と馬
が出たのは、固定の祭日、雨乞、雨乞御礼で 77
回を数えた。そのうち３回は祭礼自体が中止とな
っている。その３回は天保８（1837）年８月の
大風で中止、嘉永６（1853）年８月の将軍家慶
逝去による鳴物停止、万延元（1860）年８月の
不作により中止によるものである。
　その他、天保 13（1842）年には、水野忠邦に
よる天保の改革の倹約令で獅子と馬を半減させて
獅子５、馬９頭を出して行なったことが記されて
いる。また、天保 14 年には「当年は公儀より倹
約が厳しいので、諸道具は古い物を用いる」と
書かれていることから、祭礼に関わる諸道具の新
調が頻繁に行なわれていたと読み取ることができ
る。
　さらに、安政元（1854）年 6 月 4 日に起きた
大地震（伊賀上野地震）では、固定の祭日とは別
に７月 20 日に獅子と馬 10 頭（各組とも１頭ず
つ）を出している。「御祭事略記」には、仏神の
慈悲への感謝が記されているこのことからも、獅
子と馬を出す要因の一つとして未曽有の災害への
恐怖、それを和らげるものとしての役割を求めて
いる。
　獅子を出した組は上組、小組、寺内組、北海戸組、
西之根組、森前組、荒井組、田戸組の８組である。
残る２組のうち真組は獅子を一度も出さず、中納
組は天保９年 (1838) 閏４月 10 日に一度だけ出
しただけで、その後は一度も出していない。明治
初期には高浜村には少なくとも８つの獅子が高浜
村に存在していた。
　では、高浜村の獅子はどのように納められてい
たのか。それを読み解くうえで注目すべき資料
が、春日神社に納められている獅子屋形１基であ
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【表１】
和暦

（西暦） 月日 上組 小組 寺内組 中納組 北海戸組 真組 西之根組 森前組 荒井組 田戸組 計 備考

獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬 獅子 馬

1
天保５
(1834 )

7/20 1 巫子の舞 1 1 2 1 雨乞礼、雨乞三度か
かり三度目に雨給ふ

2 8/10 1 1 1 1 3 1 刈谷雨乞礼

3 ８/14
８/15 1 2 1 1 1 1 1 1 2

祇園
囃子
踊

1 1 1 2 1 2 1 7 13
馬は 11 日から 16 日
まで、13 日雨のため
日延べ。

4
天保６
(1835)

7/20 1 1 祇園
囃子 1 1 3 1 16 日雨乞、18 日雨

給い、20 日御礼

5 8/13
8/15 1 3 1 1 1 神馬

１ 1 2 1 1 1 1 3 1 3 1 7 17
天王様祭礼閏七月は
ら病はやり、御役人
衆上下壱人つつ代参、
9/16 秋葉山日待

6 天保７
(1836)

8/5 祇園
囃子 1 1 祇園

囃子 2 御花表御遷宮、上下
に分かれて籤引き

7 8/14
8/15 1 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 3 1 神馬

３ 1 7 18 13 日雨大風

8
天保８
(1837)

6/28 1 1 1 1 3 1 雨乞礼

9 －
6 月虫送り行事、8/4
大風、8/14 大風祭礼
なし、9/8 日待に兼
ねて礼祭行う

10
天保９
(1838)

閏 4/10 1 1 1 1 1 1 1 5 2 雨乞礼

11 8/13
8/14 1 2 1 1 1 1 神馬

２ 1
１

小馬
１

1 2 1 2 1 5 15

12
天保 10
(1839)

6/20 雨乞礼

13 8/14
8/15 1 2 1 1 小馬

１ 1 1 1
ちん
ちこ
ちん

神馬 1 1 1 1 1 6 9 13 日雨天にて１日
延、9/16 秋葉山日待

14 天保 11
(1840)

8/13
8/14 1 神馬

２ 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 5 14 1/16 秋葉山日待、
9/16 日待

15 天保 12
(1841)

6/14 1 1 1 1 1 幟１ 3 2 雨乞礼、1/16 日待

16 8/13
8/14 1 2 1 1 神馬 祇園

囃子 1 1 2 1 1 2 1 3 2 5 15

17

天保 13
(1842)

6/20 1 1 神馬 神馬 1 神馬 神馬 1 1 神馬 5 神馬
５ 春日拝殿上棟式

18 6/30 ？ 釣籠 1 1 御礼祭、6/24 雨乞、
6/29 雨降

19 7/22 ？ 7/15 雨乞、21 日大
降雨、御礼は御神酒

20 8/14
8/15 5 9

14、15 日雨天に付 1
日差延成公儀に願出
倹約に付半減　※天
保の改革

21 天保 14
(1843)

8/13
8/14 6 8

6/20 頃雨降り、夫よ
り日照で雨乞、両度
かかり。当年は公儀
より倹約厳しく仰出、
諸道具等皆古き物を
用いる

22 天保 15
(1844)

8/1 1 1 1 1 祇園
囃子 3 1

雨乞礼、7/8 夜かか
り、15 日二度目かか
り、23 日三度目かか
り

23 8/14
8/15 6 12 13 日延引

24 弘化２
(1845)

8/23
8/24 6 13

尾州様、御地頭様仙
父・祖母、紀州様御
台様逝去に付 8/21
迄穏便。9 月日待

25 弘化３
(1846)

8/13
8/14

神馬
半兵
衛獅
子

8 15

火の元用心丙午の年
柄に付 2/16 夜日待、
外の組も残らず日待。
獅子小組にも出来て
8 つ（田戸は半兵衛
獅子）
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26 弘化４
(1847)

6/26 1 1 1 1
半兵
衛獅
子

3 2
雨乞礼、6/15 雨乞か
かり始め、6/22 二度
目、25 日夜雨降

27 8/13
8/14 8 15

28 嘉永元
(1848)

8/13
8/14 神馬 曲獅

子付
半兵
衛獅
子

8 9

「荒井も半兵衛獅子
となり」とあること
から、他でも半兵衛
獅子のところもある
か？

29

嘉永２
(1849)

2/28 1 1 2 1 1 1 2 5 八劔宮手水鉢覆棟上
祭

30 6/18 1 1 1 1 1 1 3 3 雨乞礼、17 日夜大夕
立

31 8/13
8/14

半兵
衛獅
子

半兵
衛獅
子

8 17

32 嘉永３
(1850)

6/22 ？ 6 4
雨乞礼、6/20 雨乞か
かり、21 日夕方雨降
る

33 8/13
8/14 8 2 田畑凶作にて格別倹

約

34 嘉永４
(1851)

7/10 1 1 1 1 1 5 雨乞礼、7/3 雨乞

35 8/13
8/14 1 2 1 1 1 2 1 3 1 1 1 2 1 2 1 8 13

36

嘉永５
(1852)

6/11 1 1 1 1 1 3 2
5 月雨乞かけ始め、
29 日弐度目、6/7 雨
降り

37 7/4 1 1 1 1 1 3 2
6/17 三度目、24 日
四度目、7/2 五度目、
3 日雨降り

38 8/13
8/14 神楽 神馬 7 3

39 嘉永６
(1853)

6/22 将軍家慶様御逝
去にて国中百日間穏
便、祭礼なし

40
安政元
(1854)

7/20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

6/4 安政の大地震、
この辺は仏神の御慈
悲を以て格別の儀も
なし。安心であるが、
獅子と馬の祭礼をし
たい旨、村々当役衆
中へ願い出たところ、
尤なことではあるが、
大礼の獅子と馬を残
らずというのは、役
所の手前もあるので、
屋形は延引、馬は勝
手次第。上下宮本に
て１回ずつ獅子舞を
し、無事済んだ。

41 8/13
8/16

1 3 1 神馬
２ 1 2 1 2 1 1 1 1 2 1 3 2 6 20

14、15 日雨天。「屋
形獅子六」とあり。
田畑上々作、近年珍
しい年柄。神楽舞 神楽舞

42

安政２
(1855)

1/12 1 6 1 3 3 1 1 5 2 神馬
１ 1 2 1 4 1 5 29

御棟上御祭礼、獅子
は「屋形一」とあり。

神楽舞 神楽舞

43 5/10 1 1 1 1 1 1 1 1 1
ちん
ちこ
ちん

5 4
雨乞御礼

44 6/23 1 1 2 6/15 雨乞かかり、村
中組々総取持

45 7/16 1 1 1 1 1 1 1 5
雨乞御礼、7/5 雨乞、
12 日二度目。獅子は

「屋形一」とあり。

46 8/13
8/14 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 1 2 2 4 14 獅子は「屋形四」と

あり。

47 安政３
(1856)

8/13
8/14 1 1 1

神
馬
１

1 1 1 1 1 1 5 6

5/22 夜いもさししめ
り少しあり、後は照
り続く。8/11 雨降り、
今度農業休みなし、
雨乞三度かかり少し
雨降り、雨乞礼なし。
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48
安政４
(1857)

6/26 1 1 1 1 1 2 3
雨乞御礼、6/14 雨乞
かかり、21 日二度目
かかり、25 日よく降
り、27 日朝沢山降る。

49 8/13
8/14 1 2 1 1 2 2 1 2 1 2 1 2 1 4

神馬
上ケ
馬１

5 20

50 安政５
(1858)

8/13
8/14 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 神馬

３ 1 5 15

51 安政６
(1859)

7/1 1 1 1 1 1 3 2 雨乞祭り

52 8/14
8/15 1 3 1 1 2 3 1 3 1 2 1 神馬

３ 1 4 2 5 25 13 日雨、前代未聞の
豊作

53 万延元
(1860)

6/11 2

2/2 より雨降り、
5/23 晴天。5/16
大風、6/11 大風、
7/12 大風。6/6 雨乞、
宿本にて南組へ二百
文、組より遣わす

54 － 不作に付祭礼なし、
両社御湯立あり。

55
文久元
(1861)

6/10 1 1 1 1 1 2 3 雨乞祭礼

56 6/16 1 1 1 1 1 1 4 雨乞御礼

57 8/13
8/14 1 1 神馬

１ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4 12

58
文久２
(1862)

6/17
1 1

1 1 1 1 1 1 6 上組秋葉山棟上祭取
持巫子舞、

花火

59 8/13
8/14 1 1 1 1 1 1 神馬

２ 1 1 1 1 1 2 1 5 12

60
文久３
(1863)

7/3 1 1 1 1 1 3 2 雨乞御礼

61 8/13
8/15 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3 3 6 15 14 日雨

62 9/5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 6 荒井組棟上式御取持

63
元治元
(1864)

3/18 1 1 1 1 1 2 3 雨乞御礼

64 7/12 1 1 2 1 1 4 二度目の雨乞御礼、
北海戸棟上御取持

65 8/13
8/14 1 1 1 1 1 1 1 1 神馬

１ 1 1 1 1 1 1 6 10

66 慶応元
(1865) 2/22 1 4 1 1 2 1 1 3 4 10 高吉御遷宮御取持

67 慶応２
(1866) － 祭礼なし、両宮にて

御湯立あり。

68

慶応３
(1867)

2/19 2/16 雨乞かかり、雨
乞御礼

69 6/13 1 5 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 3 15 春日御遷宮

70 8/13
8/14

1 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 2 神馬
２ 6 17神楽

71 9/19
9/20 1 6 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 6 20 豊年祭

72 明治元
(1868)

8/13
8/14 1 1 1 1 1 1 神馬

１ 1 1 1 1 1 5 8

73 明治２
(1869)

8/13
8/14 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 神馬

２ 1 6 12
74 11/20 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 6 6 八劔宮御遷宮

75 明治３
(1870)

8/13
8/14 1 1 1 1 1 1 1 2 神馬

１ 1 1 2 1 3 2 6 15

76 明治４
(1871)

8/14
8/15 1 4 1 1 神馬

２ 2 1 2 1 2 1 2 1 3 1 5 20 13 日雨降

77 明治５
(1872)

8/13
8/14

1 1 1 2 1 1 2 1 1 1 3 1 3 2 5 16
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近代の高浜村の資料の残存状況が良好ではないと
いうことがある。現在、高浜村の部の資料で所在
確認できるのは６部と７部であるが、えんちょこ
獅子とかかわりのある６部は残存しているものの
断片的である。６部の資料のうち、高浜のおまん
と祭りの記述は多くあるが、春日神社大祭でおま
んと祭りと同時に行なっていたはずのえんちょこ
獅子の記述は極めて少ない。ただ、断片的に祭典
役割帳に獅子や銭太鼓に関するものがあるので、
それをまとめたものが【表２】である。この祭典
役割帳は、明治 41（1908）年、大正 2（1913）
～大正 11 年の間のもので、６部のおまんと祭り
の役の氏名書上であるため、当然のことながら、
獅子を舞う人の氏名は一切出てこない。出てくる
のは実際に舞台を張ったり、毀したりする人の氏
名のみである。このことから、まだ現段階での推
論ではあるが、明治５年以降早い段階で６部の部
の祭礼であるおまんと祭りからえんちょこ獅子が
少しずつ離れ、切り離され、現在の形になってい
ったのではないだろうか。
　また、６部には「大正十三年第六部青年団諸事
記録」が残されている。大正 13 年 11 月から昭
和 6 年 3 月までの青年団の記録であるが、それ
以前、それ以後の議事録は残されていない。そ
の中で銭太鼓とえんちょこ獅子の記述が見えるの
は、大正 15 年、昭和 3（1928）年、昭和 5 年
である。具体的に獅子について書かれているの
は、昭和 5 年 11 月 4 日条である。この時期のえ
んちょこ獅子と銭太鼓は、青年団が中心となりや
っていたようである。このころの青年団は結婚前
の 15 歳～ 20 歳前後の男性が属した年齢階梯的
組織である。議事録には、昭和 3 年 10 月に花笠
作りの記述もあることから、道具の準備と踊りの
指導が青年団で、実際に踊るのは女児であった。

（３）昭和 20 ～ 30 年代

　ここからは、令和３～４年にかけて実施した聞
き書きを元にアジア太平洋戦争後のえんちょこ獅
子をながめていく。

まず、昭和 20 年代から 30 年代の固定の祭日
は 11 月 3 日（文化の日）という話者が多い。愛
知県の文化財に指定された当初の祭日 11 月 4 日
は、太陰太陽暦の 11 月は太陽暦で換算すると、
12 月中旬にあたり、現在秋葉講で遠州秋葉寺に

る。獅子屋形とは、獅子芝居を演じる時に獅子舞
に使用する獅子頭を屋形の中に納めて移動するも
ので、太神楽の道具が発達したものである。獅子
屋形は豊田市、知立市にもあり、獅子屋形を出す
と雨が降ることから、雨乞神輿とよぶところもあ
る。

春日神社の獅子屋形には「若」という漢字が
配されている。大正元（1912）年まで上組の秋
葉社とともに祀られていた若宮神社のもの (３)【写
真２】であり、この獅子屋形は上組のものと考え
て間違いない。【表１】の安政元年の８月 13 日、
16 日の祭礼記録には、「屋形獅子六」とある。屋
形獅子とはその獅子屋形のことで、この時獅子を
出したのは、上組、小組、北海戸組、西之根組、
森前組、荒井組の６組で、いずれの組も獅子屋形
も所有していたと考えられる。

（２）近代以降
　その後、高浜村の獅子舞とえんちょこ獅子はど
う変遷していったのであろうか。えんちょこ獅子
の変遷が解明できない要因の一つとして、近世・

写真２　若宮神社の獅子屋形　春日神社 
（平成 29 年 11 月 20 日撮影）
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代参する日に近くなる。アジア太平洋戦争後、男
性が自営業からサラリーマンとなり、居宅外勤務
が増加したことから、平日に皆が寄ってえんちょ
こ獅子をすることが難しくなり、前日の文化の日
にやるようになっていったと考えられる。ただ、
昭和 12 年生まれの話者によれば、昔は常日頃、
記念すべ行事、春や寒い時を除いて頻繁にやって
いたというから、現在のような形になっていった
のはごく最近のことであろう。

11 月３日にえんちょこ獅子をする時は、春日
神社に合祀された森前秋葉社前の、10 月の秋の
大祭でおまんと祭りをする広場の中央に 4 枚板
で舞台を設え、そこで行った。

昭和 12 年生まれの話者によれば、11 月 3 日
の朝10時に太鼓をたたきながら神社に行列した。
行列の時は獅子の面はつけなかった。神社でやっ
たあと、お祭り騒ぎで近隣の有力者の自宅に「獅
子をけらしてくれるか」と言って、家人の許可を
得ると、2、3 つけらしてもらった。けるとお金
やお菓子がもらえたので、そのお金で原資に慰安
旅行に行ったといい、昭和 40 年頃はやっていた
という。

また、昭和 17 年生まれの話者の幼少期には、
神社前で獅子をやったあと、個人宅で獅子をやり
に行くのについていくと、お菓子がもらえたとい

い、この辻舞いは子どもたちの楽しみの一つでも
あった。

この頃、獅子をやる人は、中学校（新制）を
卒業する前後から結婚するまで（人によってばら
つきがあるが、25、6 歳くらい）やっていた人
が多く、足腰が強く、小柄な人が向いていた。実
際に獅子をやったことのある話者の多くは男性と
しては小柄である。獅子の下は頭よりも大柄のほ
うがよいが、下と頭の体格差が大きいとやりにく
いという。

また、獅子の頭をするには体力が必要で、生
卵を飲ませてからやらせたという話者もいた。戦
後の食糧が豊かでない時代においては、卵は貴重
な栄養源であった。その卵を食べさせてからさせ
るというのは、いかに体力が消耗したかがうかが
える。

年を重ねて、獅子をやるのが厳しくなると、
太鼓や笛を修得し、囃子をするようになった。笛
をうまく吹けない人は太鼓に回ったという。

昭和 30 年 10 月 1 日には、えんちょこ獅子保
存会が設立され、えんちょこ獅子の保存伝承の
主体は、次第に 6 部から保存会に移っていった。
そんななか、えんちょこ獅子の伝承に尽力したの
が、野口定吉とその息子の定蔵（明治 38 年頃生
まれ）、健蔵（明治 39 年頃生まれ）、源蔵（明治
42 年頃生まれ）の 3 名の、野口イットウである。

特に健蔵と源蔵は実際に獅子を舞ってきた人
物で、先述した昭和 12 年の生まれの話者は健蔵
と源蔵に獅子舞を教えられたといい、健蔵と源蔵
は父の定吉から獅子を教えられたのであろう。定
吉の息子たちの生年から推測すると、定吉は明治
10 年代生まれであると考えられる。その定吉が
えんちょこ獅子をしていた頃、定吉にえんちょこ
獅子を教えたのは、江戸時代後期生まれであると
思われることから、定吉が教えたえんちょこ獅子
は江戸時代後期に実際にされたものであり、健蔵
と源蔵が定吉から教わったえんちょこ獅子は、春
日神社所蔵の「御祭事略記」にみえる獅子に近い
ものであろう。

（４）平成から

昭和 40 年代から 50 年代におけるえんちょこ
獅子は少し停滞期に入っていく。そんななか、平
成５年（1993）、校区にえんちょこ獅子に縁のあ

和暦
（西暦） 月　日 役　　割 備　　考

明治 41
(1908) 旧８月 舞台張リ 舞台毀シ

大正２
(1913) 10 月 銭太鼓道

具方 銭太鼓附 囃子車附

大正４
(1915)

10/2、
10/ ３、
10/ ４

舞台張
リ、毀シ

銭太鼓道
具方 銭太鼓附 囃車附

大正５
(1916)

10/2、
10/ ３、
10/ ４

なし

大正６
(1917)

10/2、
10/ ３、
10/ ４

獅子舞台
張リ（毀
シ）※

獅子小道
具方

※「本年
ハ日雇致
シニ付役
ヲ要セズ」
とあり。

大正８
(1919)

10/ ３、
10/4

獅子舞台
張リ 仝毀シ

大正９
(1920)

10/13、
10/14 なし

大正 10
(1921)

10/ ３、
10/ ４ なし

【表 2】６部「祭典役割帳」
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る森前（６部）があるため、高浜市立南中学校に
えんちょこ獅子部ができた。中学校の部活動に民
俗芸能を取り入れた先進事例でもある。

コロナ禍になる前、中学校の入学式でえんち
ょこ獅子の披露が部員によって行なわれる。それ
を見てえんちょこ獅子を知る生徒、保護者が多く、
入部のきっかけにもなっている。

えんちょこ獅子部は第 2 クラブで、第 1 クラ
ブ（野球部、サッカー部、卓球部など）と兼部し
ている生徒が多い。代々の教頭が顧問を務め、人
材をスカウトした。中には教頭のかつての教え子
の子どもをスカウトした例もある。その人は教頭
に請われるままに、逆立ちとブリッジをしたとこ
ろ、入部と決まったというが、教頭が自らスカウ
トしなければ、部員が集まらず、部の存続が厳し
い時期もあった。

平成 15 年頃には、そうした顧問の努力もあっ
て、1 学年 10 人ほど、3 学年で 30 人ほどの部
員が集まるようになった。令和３年現在、23 名
ほど所属している。

練習時間は、週 3 ～ 4 回で、第 1 クラブが終
了した 18 ～ 19 時の 1 時間があてられ、テスト
週間は練習がなかった。最初の 30 分は笛、太鼓、
獅子に分かれて練習し、残りの 30 分で全体練習
をした。

中学校卒業後は保存会に入会するが、高校卒
業後の進路によっては保存会を離れる人も多く、
現在保存会の抱える課題の一つともいえる。獅子
に限っていえば、頭の人が保存会に残っても、下
の人が保存会から離れてしまうと、獅子を舞うこ
とができない。獅子の頭と下が入れ替わってもで
きるかというと、そういうものでもなく、他のペ
アの獅子を組み合わせることも入れ替えることも
できない。これは昭和 20 ～ 30 年代に獅子をし
た人たちもペアは固定であったことからもわかる
ように、獅子には長年培った信頼関係、阿吽の呼
吸を要するものである。

現在は、南中学校のえんちょこ獅子部と保存
会とで出演するイベントを振り分けている。これ
はえんちょこ獅子部にも出演の機会を作ること
で、練習の張り合いを持たせるためである。

今回、平成 17（2005）年の愛知万博（愛・
地球博）に出演した昭和 62 年生まれ、昭和 63
年生まれ、平成元年生まれの話者に聞き書きする

機会を得た。彼らは当時高校生であったが、愛知
県の日と高浜市の日に出演した。その出演に向け
て練習を積み重ねたことで、万全を期すことがで
きたといい、当時の中高生は大きな達成感を得る
絶好の機会であった。大きな達成感を得た中高生
がその後も保存会に残り、後進の指導や披露に大
きく貢献している。

おわりに

　本稿では高浜市のえんちょこ獅子は、歴史的な
部分の一端を断片的に解明したにすぎない。えん
ちょこ獅子を含め日本国内の民俗芸能は、急速な
少子高齢化のなかで保存伝承も困難を極めてい
る。ことえんちょこ獅子においては、孫と祖父の
ような関係性の若者と年配の古老が、えんちょこ
獅子部や保存会でえんちょこ獅子を手を取り合い
保存伝承しようとする姿や高浜市の民俗芸能と純
粋に伝えていこうとする心意気に頼もしさを感じ
る。
　昨今の新型コロナウィルス感染症の蔓延によ
り、えんちょこ獅子の披露の場は著しく減少して
いる。特に南中学校のえんちょこ獅子部では、練
習も思うようにできず、披露の場というやりがい
に直結する部分も減少し、技術の修練に窮してい
る。今後は若者にやりがいを提供していくことが
課題の一つともいえる。
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